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大容量無停電電源装置
「SANUPS E33A」のラインアップ拡充

1. まえがき

パラレルプロセッシング方式を採用した 400V系大容量無

停電電源装置「SANUPS E33A」のラインアップを拡充し

た。「SANUPS E33A」は，既に300kVAまでの並列タイプと

200+100kVAまでの並列冗長タイプをリリースしており、パラ

レルプロセッシング方式による完全個別並列運転制御により，

高信頼を達成しながら柔軟に大容量化が図れる基本技術を確立

している。今回，この技術を活用し更なる大容量化を実現した。

従来と同様100kVAのUPSを基本ユニットとして，新たに並列

タイプは400～ 600kVA，並列冗長タイプは300～ 500kVAを

ラインアップした。そこで，本稿では「SANUPS E33A」のライ

ンアップの拡充について紹介する。

2. 開発の背景

地球温暖化対策に向けたCO2の削減や，東日本大震災以降の

電力需給バランスの逼迫もあり，より一層の省エネルギー化へ

のシフトに社会の注目が集まっている。このような中，無停電

電源装置（UPS）も無駄なエネルギーを使用しないよう高効率

化への期待は益々大きくなっている。当社ではこの高効率UPS

の開発にいち早く取組み，2002年に当社初のパラレルプロセッ

シング方式UPSとして200V系の「SANUPS E23A」をリリー

スした。当時，UPSの効率が，パラレルプロセッシング方式に

より，従来の常時インバータ給電方式の90%前後から97%へ

と各段に向上した。さらに，2008年に400V系のパラレルプロ

セッシング方式UPSとして「SANUPS E33A」を開発し効率

98%を達成した。また「SANUPS E33A」では，業界で初めてと

なるパラレルプロセッシング方式による完全個別並列運転制御

を実現し，並列運転システムが可能となった。当社のパラレル

プロセッシング方式UPSは，高効率と無瞬断切替え特性による

高品質とにより，省エネ時代の新型UPSとして活躍してきた。

一方，UPS市場の動向としては，通信インフラ，コンピュー

タ機器を中心とした市場に加えて，工場生産設備や，データセ

ンタの需要が拡大している。特にデータセンタは，クラウドコ

ンピューティングの普及が予想され，データセンタ向けUPS市

場も拡大傾向である。この市場では，500kVAクラスの大容量

UPSが多く，高効率化のために電流低減からの配線ロスを低減

できる400V系配電のニーズが高まっている。当社としては，常

時インバータ給電方式に比べ圧倒的に高効率であり，かつ無瞬

断切替え特性の高品質と並列冗長運転による高信頼を兼ね備え

たパラレルプロセッシング方式UPSの「SANUPS E33A」に

より，データセンタ市場での導入拡大を目指している。また，工

場生産設備市場においても，パラレルプロセッシング方式UPS

は，動力機器のバックアップ用途として最適であり，より大容量

のバックアップ電源を要望する声に応えることができる。この

ような背景のなか，「SANUPS E33A」の大容量化の開発を行

い，ラインアップの拡充を図った。

3. 「SANUPS E33A」大容量化の特長

本章では今回開発した「SANUPS E33A」大容量化の特長に

ついて述べる。

3.1  基本構成
図１にUPSの基本回路構成について示す。（a）は常時イン

バータ給電方式であり，（b）はパラレルプロセッシング方式であ

る。「SANUPS E33A」ではパラレルプロセッシング方式を採

用しており，インバータは商用電源と並列（パラレル）に接続さ

れ，主な電力はACスイッチのみの経路で給電される。この時，

インバータは商用電源と並列冗長運転のごとく動作させると共

（a）常時インバータ方式の基本回路構成

（b）パラレルプロセッシング方式の基本回路構成

図1　UPSの基本回路構成
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に，高調波電流を抑制するアクティブフィルタ機能および蓄電

池への充電機能を同時に行っている。つまり，「電力は商用電源

から，品質はインバータから」給電されることになり，通常運転

中は「品質」の分しかインバータを介さないので，同図（a）の2つ

の変換器を経由する常時インバータ給電方式と比較すると，電

力損失が飛躍的に少なく，高効率・高品質で電力を供給すること

ができる。

また，「SANUPS E33A」では高効率かつ容易に大容量化が行

えるように，パラレルプロセッシング方式のUPSを基本ユニッ

トとして，並列システムを構築できるようにしている。一般的

にUPSを並列運転させる場合，各UPSユニットの出力が交流

であることから，その電圧振幅と位相および周波数を一致させ

なければならない。これらに少しでも差があると，各UPSユ

ニット間に電圧差を生じる。また，各UPSユニット間は配線の

みで接続されるためその間のインピーダンスは非常に小さく，

僅かな電圧差でも「電流＝電圧差／インピーダンス」の関係から

過大な電流が各UPSユニット間に流れことになる（これを横流

という）。この場合，各UPSユニットはこの過大電流を供給で

きなくなり停止することになる。この横流を抑制するためには，

図2（a）のように並列運転させるための制御部があり，各UPSユ

ニットに同一の電圧指令や位相・周波数指令を分配することで

並列運転をするのが共通制御方式である。

しかし，このような共通部となる制御回路が存在すると，こ

の制御部の故障により全システムを停止させることにもなる。

したがって，個々のUPSユニットの信頼性が非常に高いもので

あっても，この共通制御部の信頼性が低ければシステム全体の

信頼性は低いものとなる。

そこで，図2（b）の完全個別制御方式は，並列運転させるため

の共通制御部を設けず，個々のUPSユニットが単独で横流を

抑制し並列運転できるようになっており，共通制御部の信頼性

に支配されることなくシステム全体として高信頼化が図れる。

また，全システムの信頼性を高くするためには，個々のUPSユ

ニットの信頼性も高くする必要があるが，パラレルプロセッシ

ング方式は，常時インバータ給電方式より部品点数が少なく故

障率が低いので，より高信頼型のシステムを構築できる。

3.2  UPS構成
図 3にUPS構成を示す。入出力盤を中心に左右にUPSユ

ニットを配置し，入出力盤とUPSユニット間の配線インピーダ

ンス差を極力なくすよう配慮した。

あらかじめ，入出力盤を導入当初に想定される最大電源容量

を選定しておけば，各UPSユニットは計画的に順次導入するこ

とも可能である。

（a）共通制御方式

（b）完全個別制御方式
（c）6台構成

（b）5台構成

（a）4台構成

UPSユニット×2

UPSユニット×3

UPSユニット×3

UPSユニット×2

UPSユニット×2

UPSユニット×3

入出力盤

入出力盤

入出力盤

図2　並列運転のための制御方式 図3　台数別UPS構成
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3.3  その他の特長
ここでは，今回のラインアップ拡充に合わせて新たに追加し

た特長について紹介する。

（1）休止号機の設定

各UPSユニットの運転／休止を，入出力盤の設定でできる機

能を追加した。この機能により，100kVA毎にシステム容量の

設定ができる。

図4に，並列冗長タイプで500＋100kVAのシステム導入例

で説明する。負荷が最初から500kVA相当であれば，そのまま

で良いが，初期稼動の機器容量が少ない場合，図4では200kVA

未満であったとすると、UPSは200＋100kでよく3台のUPS

ユニットを休止しておけば，休止したUPSユニットの損失が無

くなり，より効率的な運用が可能となる。データセンタのよう

な大規模なシステムでは，データ量に応じて計画的に負荷設備

を導入していくケースがあり，その場合，本機能は有効である。

（2）マンマシンインタフェースの改良

UPSの情報表示には，従来のLCDに替えてタッチパネルを

採用し，操作者が直感的に操作できるように画面レイアウトを

一新した。図5にUPS情報表示画面を示す。各メニューを常に

タグ表示しており，このメニュータグをタッチすれば，他のメ

ニュー画面に移行でき，操作性が向上した。更に，保守者がタッ

チパネルの操作によりUPS出力電圧の調整ができるようにす

るなどのマンマシンインタフェースを大幅に改良した。

4. 仕様

表1に標準仕様を示した。また，図6に今回開発した並列冗長

タイプ（500kVA）の外観写真を示した。

100kVAを基本UPSユニットとし，並列タイプは 400～

600kVA，並列冗長タイプは300kVA～ 500kVAを新たにライ

ンアップした。UPSを集約する入出力盤とUPSユニットで構

成される。

図6　UPS外観写真

図4　500+100kVAシステム導入例での休止号機の設定

図5　UPS情報表示画面

メニュータグ



型名 E33A104 E33A204 E33A304 E33A404 E33A504 E33A604

備考
方式 並列運転

型名 E33AR104 E33AR204 E33AR304 E33AR404 E33AR504

方式 並列冗長運転

定格出力容量（皮相電力／有効電力） 100kVA／
90kW

200kVA／
180kW

300kVA／
270kW

400kVA／
360kW

500kVA／
450kW

600kVA／
540kW

運転方式 パラレルプロセッシング方式（常時インバータ並列給電方式）

交流
入力

相数・線数 三相3線／三相4線

定格電圧 380V，400V，415V，420V 出荷時に設定

電圧変動範囲 ＋10%，－8%以内

定格周波数 50／ 60Hz

周波数変動範囲 ±5%以内

所要容量 120kVA 240kVA 360kVA 480kVA 600kVA 720kVA

歪み電流補償

補償容量 定格容量以内

補償次数 2～ 20次高調波

補償率 75%

入力力率 0.97以上 定格運転時

交流
出力

相数・線数 三相3線／三相4線 交流入力と同じ

定格電圧 380V，400V，415V，420V 交流入力と同じ

電圧整定精度
商用並列運転時 定格電圧＋10%，－8%以内

蓄電池運転時 定格電圧±3%以内

定格周波数 50／ 60Hz

周波数精度
商用並列運転時 定格周波数±5%以内

蓄電池運転時 定格周波数±0.5%以内

電圧波形歪率
線形負荷時 2%以内

蓄電池運転時
整流器負荷時 5%以内

瞬時電圧変動率 ±5%以内 蓄電池運転時

負荷力率
定格 0.9（遅れ）

変動範囲 1.0～ 0.7（遅れ）

過負荷耐量
商用並列運転時 200%（30秒），800%（0.5秒）

蓄電池運転時 125%（10分），150%（1分）

蓄電池運転への切換時間 無瞬断

騒音
並列運転時 70dB以下 73dB以下 76dB以下 76dB以下 76dB以下 76dB以下 正面より1m，

高さ1m並列冗長運転時 73dB以下 76dB以下 76dB以下 76dB以下 76dB以下 －

発生熱量
並列運転時 2.8kW以下 5.6kW以下 8.4kW以下 11.2kW以下 14.0kW以下 16.9kW以下 充電完了後，

定格出力時並列冗長運転時 4.8kW以下 7.6kW以下 9.8kW以下 11.2kW以下 14.0kW以下 －

冷却風量
並列運転時 14.4m3/min 28.8m3/min 43.2m3/min 57.6m3/min 72.0m3/min 86.4m3/min 充電完了後，

定格出力時並列冗長運転時 24.5m3/min 38.8m3/min 50.6m3/min 57.6m3/min 72.0m3/min －

使用環境 周囲温度：0˚C～ 40˚C，相対温度：20%～ 90%（結露なきこと），
設置場所：屋内，標高：1000m以下
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表1　標準仕様
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5. むすび

400V系大容量パラレルプロセッシング方式「SANUPS 

E33A」の大容量化ラインアップ拡充について紹介した。今回の

開発により最大装置容量が，並列タイプで600kVA，並列冗長タ

イプで500＋100kVAまで拡充できた。

パラレルプロセッシング方式UPSの最大の特長である高効

率を生かして，本製品による，データセンタ，工場生産設備の省

エネルギー化への貢献を期待する。
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